
























ているため､南交ニコルの下では区別できない. しか L c板で検光子の偏光方向を偏光子の直角方向
より的±lo阿f1-iすると､またa､b板では消光位でC板と同じ様作をすると明暗の反転する双晶が







の転柊が予想される｡ この転移で対称性から生 じると考えられる岬 の分域の様子は実際の実験結果と
A-放した｡3)
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